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丸井グループ

2006年3月期 決算説明会

2006年5月12日
株式会社 丸 井

１．２００５年度 決算概要

２．２００５年度の振り返り

３．２００６年度以降の戦略

４．カード金融事業の戦略

５．２００６年度 計画
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2005年度 決算概要

4

１０９．１

１１５．５

１１１．８

１００．４

１０２．６

１０１．０

計画比

＋２０

＋６２

＋４７

＋ ６

＋５３

＋５５

計画差

１２５．１

１２１．２

１２１．３

１００．６

１０４．４

１０１．０

前年比

＋４８

＋８１

＋７９

＋１０

＋８８

＋５３

前年差

１９２

３８１

３６８

１６３７

２００５

５５６２

前年実績

２２０

４００

４００

１６４０

２０４０

５５６０

年初計画

４４７営 業 利 益

４６２経 常 利 益

２０９３売上総利益高

１６４６販 管 費

売 上 高

２４０当 期 利 益

５６１５

実績

損益計算書

単位：億円、％

営業利益は前年差＋７９億円の４４７億円（前年比１２１％）と、増収増益を達成
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総売上高の内訳

＋ １１０６＋ １１０８１９１８１８割賦手数料

９７

９９

１０２

１０１．０

計画比

－１５

－ ８

＋７８

＋５５

計画差

９６

１０９

１０１

１０１．０

前年比

＋５２６５３６６１６０１
消費者ローン

利息収入

６０２

４３４１

５５６２

前年実績

５９１

４２９０

５５６０

年初計画

その他

営業収入

商品売上高

－２６

＋２６

＋５３

前年差

５７６

４３６８

５６１５

実績

総売上高

単位：億円、％

総売上高は、商品売上が堅調で前年・計画ともに達成、消費者ローンも高伸長

6

売上総利益の内訳

－

－

１０６

９９

１０４

１０２．６

計画比

＋０．６＋１．２－３７．３３６．７３６．１売上総利益率

＋ ７－１７９０１４７１３９１６４その他荒利高

＋１．０

＋５２

＋５３

＋８８

前年差

２８．６

６０１

１２４１

２００５

前年実績

－

１０９

１０４

１０４．４

前年比

＋０．７２９．６２８．９商品荒利率

６６１

１２４０

２０４０

年初計画

消費者ローン
利息収入

商品荒利高

－ ８

＋５４

＋５３

計画差

６５３

１２９４

２０９３

実績

売上総利益

単位：億円、％

商品荒利率が前年より＋１．０ポイント改善し、売上総利益は前年差＋８８億円
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販管費の内訳

＋１７－＋１７－１７－０利息返還費用

－ １

＋２３

－１７

－１１

－１４

－ ６

＋１９

＋１０

前年差

８７

１２４

９１

９６

９８

９８

１１３

１００．６

前年比

０１００５７５５７５５８９人 件 費

－１０９７２８７２９７２９３販売事務費

－１１９４１６２１７３１７９減価償却費

－ ６９８３０８３１４３１９設 備 費

－ １

＋ ７

＋１０

＋ ６

計画差

１１

９８

１４７

１６３７

前年実績

９０

１０６

１０６

１００．４

計画比

９１０そ の 他

１１５

１５６

１６４０

年初計画

貸 倒 費 用

販売促進費

１２２

１６６

１６４６

実績

販 管 費

単位：億円、％

人件費、減価償却費が減少の一方、貸倒費用が増加したことで、前年より１０億円増加

8

営業利益の進捗状況

■計画プラス分の一部を、株主と従業員に還元

３６８億

２００４年度

当初計画

４００億

実績

４４７億

中経 初年度 （２００５年度）

９１億
増益

業績連動賞与

増額前

４５９億円 ４３２億
増益

以上を達成
１

５

最終年度
(2009年度）

中経計画

８００億円

業績連動賞与 ２０億円
社内努力目標（営業利益４２０億円）達成で ・・・・ ８億円
さらに、努力目標を超えた分の配分が ・・・ 増額１２億円

配 当 金 ＋２０億円 今期 ６円増配予定 × ３億３６百万株
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セグメント情報

－１１０１４８－－－前年比

－２７．５５．６－２６．１３．８営業利益率

小売関連

サービス事業

カード・金融
事業小売事業その他事業

クレジット・

サービス事業
小売業

９７６５２３４１２５９５９５１２４１７７営業費用

１９８

７２１

１６４

４３４１

２００４年度

２４２

４３６８

２００５年度

１８０

６９２

営業利益 ４４

１０２０

５２

１０１１売 上 高

単位：億円、％

小売事業の営業利益が１４８％と高伸長、営業利益率も１．８ポイントアップし５．６％

※ 2004年度の前年比は、2003年度が決算期変更による変則決算のため比較できず
※ その他事業、小売関連サービス事業の営業利益が内部消去前のため、営業利益率は非表示

2005年度の振り返り
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商品売上高の内訳

１１６

－

８１

１００．９

１００．６

前年比

＋２０

－２６

－ ７

＋３９

＋２６

前年差

＋ １１０６２６２５３３外部店舗等

＋１０１０８１３６１２６１１６通信販売

－－－－２６閉 鎖 店

１０１．６

１０１．８

計画比

４１６６

４３４１

前年実績

４１３９
（９９．４％）

４２９０

年初計画

既 存 店 ＋６６

＋７８

計画差

４２０５

４３６８

実績

商品売上高

単位：億円、％

※ 閉鎖店は、沼津店（２００４年５月閉鎖）、ワン新宿（２００４年８月閉鎖）

既存店が計画を上回る前年比１００．９％を達成し、商品売上高は計画差＋７８億円

12

改装店舗の状況

シティ上野渋谷店新宿店

１０８

１０９

１０９

年間

２００５年度

１０９１０６８９８５シティ上野

下半期上半期下半期上半期

１０５

１０７

１０８

１０５ １１１９６新 宿 店

１１４９２渋 谷 店

２００４年度

主力店舗の新宿店、渋谷店、シティ上野のリニューアルが成功、３店舗ともに高伸長

単位：％● 売上前年比の推移 （ は、大規模改装の実施時期）

ＪＡＭ渋谷シティ新宿

シティ新宿 １０８

メン新宿 １１１

ヤング新宿 １１５
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神戸マルイ ・ 北千住マルイの状況

100991061121081051061081081019793北千住マルイ

３月２月１月１２月１１月１０月９月８月７月６月５月４月

11110912886116117 114112107 116114108神戸マルイ

神戸、北千住とも、２年目の早期から前年実績を上回り、好調に推移

売上高 ３７０億円

前年比 １０４％

入店客数

前年比 １０２％

売上高 ８０億円

前年比 １１１％

入店客数

前年比 １３８％

２００５年度 実績２００５年度 実績

２００４年２月２７日 オープン２００３年１０月３日 オープン

北千住マルイ神戸マルイ

※ 「神戸マルイ」の６月は、セール実施の変更による影響、「北千住マルイ」の２月は、前年の開店１周年セールの影響

● 開店２年目の売上前年比 単位：％

14

上半期 プロパー販売強化 （マルイシティ新宿）

■ ２００５年度 上半期 実績

レディス・メンズ売上 １１４％

１２０％

１１３％

１１０％

１０９％

前年比

上半期レディス・メンズ

プロパー売上

商品荒利高

商品売上高

７月期

実需期のＱＲ対応

セール期間の圧縮

６月、８月の売上アップ

７月のプロパー売上アップ
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下半期 プロパー販売強化

１．冬のセール期には、全店で春物プロパー商品を先行投入

全店で取り組んだ結果、１２・１月のプロパー売上は前年比１１２％

２．婦人・紳士コートを中心とした売筋商品のジャストシーズン企画を投入

３．セール対象在庫の抑制と、スタート時期・割引率を商品ごとに細かく設定

■ セール期 プロパー・バーゲン実績 （ 婦人服・紳士服 ）

６・７月期

±０％３７％１０７％バーゲン

±０％６３％１０８％プロパー

－１００％１０７％全 店

前年比差
構成比前年比

前年比差

１２・１月期

▲５％３４％９２％

＋５％６６％１１２％

－１００％１０４％

構成比前年比

16

102.4102.1103.6106.8106.9100.8101.999.1108.0106.6102.699.8荒 利

1.9

100.5

３月

3.7

98.7

２月

4.4

99.2

1月

1.5

100.4

９月

1.4

99.4

１０月

2.4

104.5

１１月

104.396.8103.5102.6100.798.1売 上

1.9

５月

1.7

４月

4.5

７月

4.0

６月

2.5

１２月

2.3

８月

差

95

100

105

110

 荒 利

 売 上

単位：％

110

プロパー販売強化が奏功し、下半期の荒利高は毎月前年を上回る伸長

売上・荒利 前年比推移 （既存店）
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部門別 売上高・荒利高

５２３

２７４

１２０６

８７４

１４９１

４３６８

売上高

９８

９７

９８

１０６

１０１

１００．６

前年比

＋０．２

＋０．２

＋１．５

＋０．５

＋１．２

＋１．０

前年比差

９９

９８

１０３

１０７

１０６

１０４．３

前年比

３４．８４１９装飾雑貨

３５．２３０８紳士・スポーツ用品

１４．２７４食品・レストラン

２１．０５８家庭用品

２９．２

２９．６

荒利率

婦人用品 ４３５

１２９４

荒利高

商品売上高

単位：億円、％

紳士・スポーツ用品が売上・荒利とも好調、荒利率は全部門が改善

18

上半期 ＳＣＭの推進 （紳士用品部）

－

１９７％

１０９％

前年比

構成比 ４４％

＋ ８億円

＋１８億円

前年差額

７％

１６億円ポロシャツ

２２８億円

売上高

紳士用品部

紳士用品部の売上プラス分のうち
ポロシャツのプラス分が４割強

■ 2005年上半期 実績 ■紳士用品部 ＪＡＮ導入状況

２８社 （構成４５％）

ＪＡＮ導入社数

６７％

ＪＡＮ

比率

６２社

取引社数

※ ＪＡＮ比率 ＝ ＪＡＮ売上点数 ÷ 売上総点数

ＳＣＭ重点アイテムの「ポロシャツ」は、一昨年の４倍増のメガヒット
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ＳＣＭの取り組みを複数アイテムに拡大し、第３四半期は前年差２０億円のプラス

当初計画（４月時点） 第３四半期 実 績

１０７％紳士用品部

２００％レザー

１２６％ジャケット

１００％コート

８０％ブルゾン

１０７％アウター計

前年比

＋０億円

＋１億円

＋０億円

＋８億円

＋１０億円

＋２０億円

前年差額

１１４％紳士用品部

１０５％レザー

１１１％ジャケット

１００％コート

１５８％ブルゾン

１１7％アウター計

前年比

９月～１１月

販売計画を
修正

仕入計画に
反映

毎月修正

下半期 ＳＣＭの推進 （紳士用品部）

20

値入率アップと値下減少が大きく寄与し、荒利率＋１ポイント、荒利高＋５３億円

荒利高
＋５３億

１２４１億

１２９４億
値下
減少
＋１８億商品構成変化

による変動

荒利改善の内訳 （商品荒利全体）

荒利率
２８．６％

荒利率
２９．６％

＋０．１％

＋０．４％
（値下高前年比７４％）

＋０．５％
（値入率前年差＋０．５％）

＋４億

売上高増加
による荒利増

荒利率
＋１．０％

値入率
アップ
＋２４億

＋７億

２００４年度 ２００５年度



11

21

＋０．３

＋０．１

０．０

＋１．３

＋１．２

計画比差

＋１．６３７．３９４１４２９４３８０パレット

９５

９６

１０１

９５

計画比

＋５．６４４．７９６１３９３１２ファッションナビ

＋０．８

＋２．５

＋２．９

前年比差

９５

１０５

９８

計画比

４５．９１４１３０６アクセス

４１．７

４２．１

荒利率

５２１

１５１９

売上高

エムズモード ２１７

６３９

荒利高

４ 社 合 計

ＳＰＡ・専門店事業 売上・荒利

単位：億円、％

エムズモードは売上高・荒利高ともに計画を達成、荒利率は全社が前年を上回る

22

自社運営の４社も、値入率アップと値下減少により、荒利率＋２．９％、荒利高＋３６億円

荒利高
＋３６億

６０３億

６３９億

値下減少

＋１５億

ＳＰＡ・専門店事業 荒利改善の内訳 （４社合計）

荒利率
３９．２％

荒利率
４２．１％

＋１．２％
（値下高 前年比６４％）

＋１．７％
（値入率 前年差＋１．４％）

荒利率
＋２．９％

値入率
アップ
＋２１億

２００４年度 ２００５年度
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自社化の推進、海外生産の拡大による値入アップで、荒利率を大幅に改善

値入率
アップ

４．９％

値下減少
０．７％

自社化

海外

生産

２７％→３６％

５０％→６４％

セール対象在庫

前年比 ９１％

２００４年度 ２００５年度

マルイファッションナビ 荒利改善の内訳

荒利率
＋５．６％

荒利率
３９．１％

荒利率
４４．７％

24

中経初年度に荒利率を大幅改善、２００６年度は中経最終年度計画をほぼ達成の見込み

ＳＰＡ・専門店事業 荒利実績と計画

２００４年度 ２００９年度
当初計画

２００６年度
計 画

３９.２％

４５.０％４４.４％

４２.１％

２００５年度

＋２．９

＋２．３ ＋２．９
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25

営業貸付金残高

単位：億円、％

－３５９８－ ３５９８２００５２０４０２０４０丸 井

０１００－ ４１３２２０２０６１目的別クレジット

－３５９８＋ ６１００１９８５２０２０１９７８キャッシング

９７

９７．９

計画比

－２０＋１２７１２８５８０６００４５３ゼロファースト

＋ ９２

前年差

２４９３

前年実績

１０３．７

前年比

２６４０

年初計画

－５５

計画差

２５８５

実績

営業貸付金残高

営業貸付金残高は、前年差＋９２億円（前年比１０４％）

９５＋ ３８－ － ２３８４０－
割賦売掛金

（目的別クレジット）

※当期より、新規の目的別クレジットをエポスカードに移管し、「割賦売掛金」に計上

26

消費者ローン利息収入

単位：億円、％

消費者ローン利息収入は、６５３億円で前年比１０９％と、ほぼ計画どおりに推移

－ ７９９＋１４１０３５１９５２６５０５丸 井

－ １８３－ ５５４５６１０目的別クレジット

－ ６９８＋１９１０４５１４５２０４９５キャッシング

９９

９８．８

計画比

－ １＋３８１３９１３４１３５９６ゼロファースト

＋５２

前年差

６０１

前年実績

１０８．６

前年比

６６１

年初計画

－ ８

計画差

６５３

実績

消費者ローン

利息収入

※当期より、新規の目的別クレジットの手数料を「割賦手数料」に計上

１００＋ ３－ ０３３－
割賦手数料

（目的別クレジット）
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2006年度以降の戦略

28

なんばマルイ

■難波駅前、戎橋筋の入口で、
最高の立地

■ 上層階は、「東宝」さんのシネマコンプレックス

２００６年秋、「神戸マルイ」に続き関西地区２店舗目となる「なんばマルイ」をオープン

● 地上１２階 地下２階

● 地下１階から７階を丸井が使用

● 売場面積 １７０００㎡（予定）
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29

新宿新館

●地上１４階 地下３階

● 地下１階から８階を丸井が使用

● 売場面積 ９０００㎡（予定）

■ ３つの地下鉄の駅が集中する好立地

２００７年春、地下鉄１３号線の開通が予定される新宿３丁目に、新館をオープン

30

シティ新宿 建替え計画

Ｂ館Ａ館 建替え後

売場面積 12,000㎡ 売場面積 15,000㎡

２００７年春の新館開店と同時に２館を解体し、１棟に建替えて２００９年春オープン

有楽町店と並ぶ都心の基幹店として、収益力の高い店舗を構築

売場面積 １．２５倍

建替え効果

売上高 １．３倍以上

２館で、シティとほぼ同面積

工事期間中の対応

新館 ＋ フィールド
（代替店舗として活用）

新・シティ新宿オープン後
４年間で回収

設備投資

約１００億円
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31

有楽町店

２００７年秋、有楽町駅前再開発の核テナントとして、シティタイプの店舗をオープン

● 地上２０階 地下４階

● １階から９階を丸井が使用

● 売場面積 ２００００㎡（予定）

32

閉鎖店舗

８６億円２００６年３月ビ ィ 町 田

６３億円

２００５年度
商品売上高

２００６年２月

閉鎖時期

藤 沢 店

４１億円２００７年春津田沼 店

６０億円２００７年春所 沢 店

１１３億円２００６年秋戸 塚 店

４１億円２００６年夏川 越 店

■ ２００５年度 閉鎖店舗

■ ２００６年度 閉鎖予定店舗

２００６年度は４店舗を閉鎖し、店舗の効率化を推進

は自社所有・共有の店舗

４店舗は、賃貸方式の

ファッションビルに

業態転換の予定

グループ会社のエイムクリエイツが

ＰＭ事業として運営する予定

● SPA・専門店事業各社のショップも

ファッションビルに出店
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33

ＳＰＡ・専門店事業 出店計画

グループ会社

２,０００㎡２００６年 秋ららぽーと豊州アクセスインザルーム

インザルーム

ラブワンスクエア

スタジオ０１

スタジオ０１

シャンデリーク

ショップ

３,０００㎡２００７年 春名古屋アクセス

１７０㎡２００６年３月アクアシティお台場ファッションナビ

１３０㎡２００６年３月大洗リゾートアウトレットファッションナビ

２００６年４月

２００６年３月

出店時期

３００㎡池袋サンシャインシティパレット

１００㎡

売場面積

ららぽーと船橋

出店先

パレット

■ 名古屋 「インザルーム」

１５０００㎡級 １店舗に相当

今後のオープン予定

１０

交渉中

１３８

決定済み
オープン済み ２００６年度末

（予定）

３０店舗

34

Ｅコマース事業を、2004年11月先行スタート

● Ｖoi webサイトに「ヴァーチャルストア」をオープン（2005年5月）

● 2005年度売上 ２５億（前年の 5.3倍）

新会社「マルイヴォイ」の設立

「㈱ マルイヴォイ」 を
2006年4月に設立

Ｅコマース事業への本格参入

リアル店舗と連動した

ビジネスモデルの構築

カード・金融事業との

相乗効果の創出

お
客
様

Ｍ

Ｄ

９．２万人（９５％）

ヤング構成
５７％

２９００人

カタログ・店頭
連動構成 ５５％

１９５００円

１２．５万人（１３４％）

ヤング構成
６７％（+１０％)

４１００人（１４０％）

ＥＣ事業・店頭
連動構成 ８５％（+３０％）

２１０００円（１０７％）

２００４年度 ２００５年度

新規稼動客

利 用客

新規カード会員

商品連動

受注単価

Ｅコマースを早期に本格展開するため、４月に新会社を設立

１００名の人員体制で

スタート
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35

マルイヴォイ 数値見通し

［ ２００９年度 ］ 売上高 ５００億円 営業利益 ６０億円

（億円）

200

100

300

500

400

1３６億円

５００億円

２００５年度 ２００６年度 ２００７年度 ２００８年度 ２００９年度

カード・金融事業の戦略

（エポスカードを中心に）
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37

エポスカードの機能・特典・サービス

初めてつくっていただき、生涯お使いいただける エポスカード がスタート

リボ変更 ・ いつでもリボ

クレジット利用 １０％割引

クレジット利用 ポイント２倍
リボ利用 ポイント３倍

リボ利用 ポイント２倍

＋

ハウスカード

お誕生月 ５％割引

年会費 １０００円

１回 ・ 分割払い

ＶＩＳＡ付インターナショナルカード

ＩＣカード×店頭即時発行（ 世界初 ）

ショッピング・リボ導入

入会月・お誕生月 現金５％割引

年会費 実質無料（１０００円分ポイント付与）

「エポスNｅｔ」 開設

ポイントサービス導入

・丸井で現金利用 １０００円で１ポイント

・加盟店利用 １０００円で１ポイント

店頭即時発行

＋

＋

＋

38

60

80

100

120

140

160

180

200

カードの発行状況 ①

３月２９日よりエポスカードの発行をスタート、４月の新規発行は前年比１７５％と高伸長

４月期第４Ｑ第３Ｑ第２Ｑ第１Ｑ

０６年度２００５年度
０４年度０３年度

（％）

新規発行 前年比推移

４月期
前年比 １７５％

５７万枚
（前年比１３５％）

６５～７０万枚
（前年比１６０％）

年間計画 推 計 値

年 間 推 計 値

※４月期実績をもとに推計
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39

カードの発行状況 ②

神戸マルイで関西初となるエポスカード発行をスタートし、主力店舗を大きく上回る推移

（枚数）

１千

２千

３千

（枚数）

実 績
２５００枚

実 績
１４００枚

神戸マルイ北千住マルイ

（ 丸井最大店舗 ）

神戸マルイ北千住マルイ

北千住の１．８倍
シティ渋谷の３．６倍

４/１７～３０ 新規発行 実績 年間 推計値

計 画
４万枚

※ 神戸マルイは４/１７発行スタート

１万

２万

３万

４万

５万
推計値

４万～５万枚
北千住の１．２倍
シティ渋谷の２．４倍

※４月期実績をもとに推計

計 画
２万枚

実 績
７００枚

シティ渋谷

（ 同規模店舗 ）

シティ渋谷

40

丸井でのクレジット利用状況

２７１０２２６９６リボ分割

８４

１６０

１２９

％

前年比

４月期

１１０

１０３

１００

％

前年比

１ ～ ３月期

％％

構成比構成比

４４

３０

５６

３５

３８

６５

他社カード利用

１ 回

クレジット利用
（ エポス・赤いカード ）

１０９ １００１００１０４合 計

クレジット利用売上は前年比１２９％と高伸長し、他社カード利用は大きく鈍化
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41

加盟店での利用状況

４月の加盟店でのリボ利用率は、当初計画を大幅に上回り３０％の推移

１６億００百万円（５３百万円/日）

取 扱 高

３０％

リ ボ 利 用率

当初計画 １３％

４億８０百万円（１６百万円/日）

リ ボ 取 扱高 １回払 ８０％

６１６億円

リボ ２０％

１５４億円

７７０億円

４月期 実績 年間計画

42

エポスカードを活用し、ご利用客数増による

キャッシング成長を実現する

カードビジネスを小売・金融に次ぐ

「第３の柱」として確立する

１

２

事業戦略のポイント
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利用客数増による

キャッシングの成長

事業戦略のポイント ①

44

接
客
販
売

カ
｜
ド
発
行

キ
ャ
ッ
シ
ン
グ
新
規
利
用

丸井におけるキャッシング利用の仕組み

４％

１２％

＜キャッシング新規利用への導入経路＞ ※カード発行後2年以内

３倍
７５％

物
販
利
用

キャッシング新規利用客の約８割は、物販利用から
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45

カード会員数

入会数

退会数

カード会員と入会・退会

会員数は２００５年の３９５万人を底に、２００９年は４９０万人の見通し

300

350

400

450

500

'00 '01 '02 '03 '04 '05 '06 '07 '08 '09

20

25

30

35

40

45

50

55

60

395万人 411万人 490万人

54万人

41万人

28万人

42万人

57万人
( 前年比 １３６％ ) 56万人

４月実績による推計値

６５～７０万人

46

物販クレジット利用客数

クレジット利用客は２００５年の１１５万人を底に、２００９年は２１０万人の見通し

物販クレジット利用客数（万人）

0

250

'00 '01 '02 '03 '08 '09'04

50

150

200

'06 '07

115万人

'05

100

135万人

210万人
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47

キャッシング利用客数

キャッシング利用客は２００５年の８１万人を底に、２００９年は１１８万人の見通し

0

'00 '01 '02 '03 '04 '05 '06 '07 '08 '09

利用客数（万人）

80

100

120

140

20

40

60

81万人

118万人

84万人

48

２００５年度対比

＋１０７億円

▲４万円

＋３７万人

＋４８５億円

１人当り

融資残高

キャッシング

利用客数

５１３億円

２４万円

８１万人

１９８５億円

２００５年度

６２０億円
キャッシング

収入

２０万円

１１８万人

２４７０億円

２００９年度

キャッシング

融資残高

キャッシングの数値見通し
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カードビジネスを

「第３の柱」として確立

事業戦略のポイント ②

50

リボ・分割利用客数（万人）

丸井 物販リボ・分割利用客数

リボ・分割利用客は２００５年の５０万人を底に、２００９年は１１０万人の見通し

20

40

'02 '03 '04 '05 '06 '07 '08 '09

60

80

100

120

分割利用客数

リボ利用客数

0

50万人
54万人

110万人
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51

リボ・分割売上高（億円）

リボ・分割売上高は２００５年の４６１億円を底に、２００９年は９４６億円の見通し

丸井 物販リボ・分割売上高

0

200

400

600

800

1000

'02 '03 '04 '07 '08 '09'05 '06

リボ売上高

分割売上高

461億円

1200

946億円

464億円

52

加盟店 取扱高・手数料

２００９年の加盟店取扱高は２９１０億円、手数料７０億円の見通し

手数料(億円)

手数料

取扱高

取扱高(億円)

'06 '07 '08 '09

10

20

30

40

50

60

0

1000

2000

3000

0

70

770億円

2910億円

70億円

18億円
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53

'06 '07 '08 '09

リボ取扱高(億円)

0

200

100

300

500

400

リボ手数料

リボ取扱高

リボ手数料(億円)

10

20

30

0

40
600

420億円

154億円

加盟店 リボ取扱高・手数料

２００９年の加盟店リボ取扱高は４２０億円、手数料は３９億円の見通し

39億円

7億円

54

ゼロファースト

丸 井

キャッシング

カードビジネス
割賦手数料

加盟店手数料等

＋３６＋１０７６２０５１３

＋３６＋２０１８４８６４７

合 計 ＋１４９＋３７８１０９９７２１

２００５年度対比

＋９４

＋１７７

中経対比

± ０

＋１１３

１３４

７４

２００５年度

２２８

２５１

２００９年度

カード・金融事業 数値見通し (グループ合計)

億 億 億 億
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キャッシング規制強化への対応

56

５ヵ年計画 スタート

金利引下げによる中期経営計画への影響

８００億

２００９年度中経計画

金利引下げの最大リスクを踏まえ、中期経営計画の達成をめざす

金利引下げ影響

２５０億

カード・金融

事業

４０億

小売事業

１５０億

小売関連
事業

１０億 ７５０億

営業

利益

営業

利益

・上限金利２９.２％→１８％と仮定 実現金利２６％→１８％（▲８％）

・２００７年４月より適用
前提条件
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2006年度 計画

58

前年比通 期前年比上半期

２４０

４６２

４４７

１６４６

２０９３

５６１５

２００５年度

１０５

２３０

２３０

８１０

１０４０

２７１０

２００６年度

１０１

１１１

１１３

１０１

１０３

１０１

１２３５５０営 業 利 益

１１９５５０経 常 利 益

１０６

１００

１０５

１０２

２２００売上総利益高

１６５０販 管 費

売 上 高

２５５当 期 利 益

５７５０

２００６年度 計画 （連結）
単位：億円、％
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２６９０億円
（前年比 １０４％）

２５８５億円
（前年比 １０４％）

営業貸付金残高

２００６年度

１８億円－加盟店手数料

３０．３％
（前年比差＋０．７）

２９．６％
（前年比差＋１．０）

商品荒利率

１９億円
（前年比 １０９％）

６５３億円
（前年比 １０９％）

１００．９％

２００５年度

３５億円
（前年比 １８４％）

６７５億円
（前年比 １０３％）

９９．１％
<2003～05年度までの移動平均>

割賦手数料

消費者ローン利息収入

既存店

商品売上前年比

２００６年度 通期計画の前提条件

60

配当政策

●中期経営計画の営業利益８００億円の達成時に、１株配当金５０円を予定

２００５年度～２００８年度

営業利益高８００億円に

対する達成率に応じて

１株配当金を決定

２００４年度

２２円

３６８億円

５０円

８００億円

２００９年度

１株配当金

営業利益高

２００５年度より、業績に連動した配当方法に変更、２００６年度は中間配当制度を導入

２００５年度（予定）

２８円

５６％

４４７億円

６９％達成率

３５円

５５０億円

２００６年度（予定）

１株配当金

営業利益高

中間配当制度を

今年度より導入予定

●中間配当も業績連動で

設定し、１５円の予定
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